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　今回の特集では、ＦＣ岐阜運営ボランティア「グリーン
ズ」の活動を取材しました。息の合ったメンバーが一致
団結して活動していました。ブラジルＷ杯で、「日本は試
合に敗れたのですが、日本人サポーターは試合後に観客
席のごみを拾っていた。」とおどろきの報道がありまし

た。同じく、グリーンズのみなさんも試合後に、観客席のごみをもくもく
と拾っていました。こんな応援やサポートの仕方もあるのですね。

活動で良かったことは…
　自分のネタで笑いが起きた時や喜んでもらえた
時がとてもうれしいです。同じところから依頼が
あった時もうれしいです。(長時間、正座しても
平気になりました？！人前で緊張せずに話せるよ
うになりました？！あいそが良くなりました？！)

将来は…
　教育学部なので、教員をめざしています。子ど
もたちの前に立つ練習にもなります。(Ａさん)

発行 岐阜市中央青少年会館
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小中学生のための地域情報発信誌

 eggのホームページにアクセスしよう！

岐阜市ホームページ  http://www.city.gifu.lg.jp/
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ジャンプアップ講座Ⅰ
「親子でチャレンジ！金華山登山」

5/17 めい想の小径コースに
て

特集
FC岐阜運営ボランティア

グリーンズ

5/18藍川東中生

「ぎふ清流ハーフマラソン
　　　　給水ボランティア」

　みなさん、落語を知っていますか。落語は日本の伝統芸能のひとつで、
噺(はなし)家が一人で何役も務めながら、面白おかしく物語(ネタ)を進め
るものです。これは、約400年前、岐阜市出身の安楽庵策伝(あんらくあ
んさくでん)というお坊さんが始めたと言われています。
　そこで今回は、岐阜大学落語研究会のみなさんに話を聞きました。

笑いで岐阜を盛り上げます！

毎月第3日曜日は「家庭の日」です。“家族でふれあう時間を大切にしましょう！”

　平成26年度も家庭教育啓発運動の
スローガンは｢決めて、守ろう！『我が
家のルール』｣です。家族みんなで意見
を出し合い、みんなが仲良く、気持ち
のよい生活を送れるようにするために、
｢我が家のルール｣を決めて家族みんな
で守りましょう。｢一日一回はお互いに
『ありがとう』と感謝の気持ちを伝えよ
う｣｢家族みんなが一ヶ月に一冊は読書
をしよう｣など、家族みんなで守れる
ルールがいいですね。
　お互いに｢我が家のルール｣自慢をし
て、色々な家庭からその良さを取り入
れられるといいですね。

決めて、守ろう！
 ｢我が家のルール｣

eggマスコットキャラクター
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●地域ボランティア講座レポート

●ジャンプアップ講座Ⅰレポート ●わくわくドキドキ講座レポート

高齢者との交流　5/24  岐阜老人ホーム
　一緒にプリンを作って
食べたり、楽しくお話をし
たりして過ごしました。
　「高齢者の方に、自分
から話しかけることがで
きました。昔の岐阜の様
子を聞けました。」

小さい子と遊ぼう！ 5/31  黒野児童館
　綱引き大会を盛り上
げたり、一輪車の練習
を手伝ったりしました。
　「相手の目線にあわ
せて接することの大切
さを学びました。」

親子でチャレンジ！金華山登山　5/17金華山
　さわやかな天気の中、
親子で金華山の登山と
どんぐりコマ回しを楽しみ
ました。
「たいへんだったけれど、
頂上で食べたお昼ごはん
がおいしかったです。」

FC岐阜 裏方のお仕事体験講座  6/14長良川競技場
　ＦＣ岐阜運営ボランティア「グ
リーンズ」さんに付いて、シートふ
きやゴミステーションの設置、ちら
し配りなどを行いました。
「グリーンズのみなさんは、笑顔を
忘れずに温かく接客していたので、
自分もそうなりたいと思いました。」

参加費：12,850円 対　象：岐阜市在住の小学校3年生～中学校3年生
〆切り：7月4日（金）必着 主　催：長良川ふるさと体験キャラバン実行委員会
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8月7日　 ・8日
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詳しくは、
学校から配布の
チラシを見てね！

キャラバン夏隊員 大募集！

地域で輝く中高生

ランナーに
水を渡し、
声援を送りました！

全員、元気に
登り切りました！

部長
高 座 名：ながら家吉童（きっど）
持ちネタ：「たいこ腹」など

榊原 崇志さん
と 部員の仲間たち

ながら家吉童（きっど）さん

　現在、部員は20名。 毎週月曜日と水曜日に集まって練習しています。 それ以外は、 個人でネタ
を覚えて練習をしています。 
　毎年、 岐阜市で全国落語選手権『策伝大賞』が行われていますが、 今年2月に行われた第11回大
会では、 部員の田中久留美（高座名：鵜飼家みるく）さんが、 最優秀の「策伝大賞」を受賞しました。

直撃インタビュー

岐阜大学落語研究会

策伝大賞  鵜飼家みるくさん

練習の様子

この地から！
この力！

　小中学生のみなさん、勉強も遊びも、
元気いっぱい楽しんでください！もちろ
ん、落語に興味をもってくれるとうれし
いです。

部長 榊原 崇志さん

岐阜大学落語研究会

と 部員の仲間たち
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どんな活動をしていますか…
　大学祭などのイベント公演を行ったり、全国大
学生お笑い選手権大会(お笑いD-1グランプリ)や
全国落語選手権『策伝大賞』に参加し、他の大学
生と競い合ったりしています。
　また、「出前寄席」といって、依頼を受けて地
域に出かけて、落語や漫才を演じることもありま
す。おもに土日に、公民館や老人ホームなどで年
間100本以上を務めています。学校のクラブ活動
にも行きますよ。ぜひ呼んでください！
　その他、プロの落語会や寄席のお手伝いをさせ
ていただくこともあり、とても勉強になります。
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